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ボーリング柱状図
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含水中位で非常に軟質である。植
物根を混入する。
含水・粘性共に中位で軟らかい。

層上部50cm間にφ10～30mm程の
火山礫を混入する。

以深、均質さが伺える。

GL-2.8m付近より、凝灰質砂の塊
状混入が見られ、土は幾分か硬化
する。

GL-4.25m付近までは、風化・変質
が岩芯にまで達し、コアは固結砂
状で採取される。

以深、幾分か新鮮さが感じられ、
コアは長さ20cm内外の棒状が主体
となる。
亀裂に開口性のものは無く、頻度
は低い。
風化・変質は割れ目沿いの軟化を
伴う程度で岩体内部には及んでい
ない。
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